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トマト灰色かび病の生物防除

「新品種の栽培方法」研究会が開催されました
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　　図２　ＢＳ剤のダクト内投入の手順
左……暖房機付近のダクトに開けた穴（矢印）
右上…ＢＳ剤の投入
右下…風に乗って薬剤がハウス内に飛散図1　果実に発生した灰色かび病

収穫した赤ネギ品種を
見比べました

専用の冷蔵庫で夜冷育苗を行い、11月10日から収穫しました

■研究の背景
　灰色かび病は、トマトの葉、茎、花、果実に発生
し、特に果実に発生すると甚大な被害をもたらします
（図1）。
　灰色かび病の防除は難しく、化学合成殺菌剤を多
用しなければ被害を防止できないため、防除には多
くの労力と時間を要します。また、近年は、消費者等
から安全な農作物の生産が求められており、化学合
成殺菌剤の使用量を削減できる技術開発が必要に
なっています。
　近年、化学合成殺菌剤に替わるものとして、安全
性の高い微生物殺菌剤の農薬登録が進んでいま
す。しかし、微生物殺菌剤の使い方は難しいため、
期待するほどの効果が得られず、化学合成殺菌剤の
削減には至っていません。
　そこで、当研究所では、化学合成殺菌剤の削減お
よび省力の面から、微生物殺菌剤のバチルス・ズブチ
リス水和剤（商品名：ボトキラー水和剤、以下「ＢＳ
剤」という）のダクト内投入法について検討し、ダク
ト内投入法の有効性と効果的な使用方法を明らか
にしました。

■BS剤のダクト内投入
　ＢＳ剤とは、枯草菌
の一種であるバチル
ス・ズブチリス芽胞が
有効成分となった微生
物殺菌剤です。枯草菌
は自然界に多数生存し
ている微生物で、納豆
菌もその一種です。
　ダクト内投入法と
は、暖房機の送風ダク
トに開けた穴からＢＳ
剤（10a当たり10～15g）を毎日投入して、暖房機が
稼動することによってハウス全体にBS剤を散布する
という方法です（図2）。

　平成17年に品種登録申請した２品種の普及を推
進するため、12月21日、栽培管理方法に関する研究
会を開催しました。参加者は普及指導員、JA営農指

導員、生産者および関係機関職員。赤ネギでは31
人、イチゴは生物工学研究所との共催ということも
あって、66人と大勢になりました。

　「ひたち紅っこ」は葉鞘が太く煮くずれしにくいこ
とから、鍋用の需要が中心になるとみられていま
す。収穫期間の拡大が消費拡大に有効と考えられ
ることから、秋まきと春まきの育苗方法の比較、フイ
ルム被覆軟白栽培の可能性、ハウス栽培における土
壌水分管理等に関する研究状況を紹介し、意見交
換を行いました。
　今シーズンは30戸の農家が合計約40aの試作を
行っています。参加された生産者からは、「収量性・
品質とも優れ、期待されるが、ポット育苗の適用、調

製作業の改善等を図
り、省力的な栽培体
系を構築する必要が
ある」等の意見があり
ました。現地と協力し
て栽培方法の改善に
取り組んでいく予定
です。

赤ネギ「ひたち紅っこ」の収穫期間拡大について

　11月から収穫できる夜冷育苗栽培の適用性、お
よび時期別の品質変動要因解析に関する試験等の
状況を紹介し、大果で酸味が少ない特性を活かし
た栽培方法について検討しました。果実がやや軟ら
かい、ヘタ際の着色が劣る等の欠点が指摘され、そ
の対策についても討議されました。不明の点も残さ

れていますが、「ひたち姫」の「栽培マニュアル」を
作成しました。
　消費者や市場関係者の評価に関する情報も得ら
れ、極めて有意義な検討会になりました。
　　　　　　　　　　　　　 　 （野菜研究室）

イチゴ「ひたち姫」の夜冷育苗栽培について

園芸研究所農業改革実践会議から

平成18年4月1日から蚕糸昆虫研究室は病虫研究室に統合されます。お 知 ら せ
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前処理剤で長もちするバラを
　切り花では、長く観賞してもらうために鮮度保持

剤の使用が提唱されており、生産者段階で使用する

前処理剤、小売店や消費者が使用する後処理剤に

分類されます。バラの前処理剤には糖や殺菌剤が

含まれており、十分吸収させてから乾式で出荷する

と、夏季なら2日程度観賞期間が延長します。とくに

高温期は切りバラの呼吸による消耗が大きく、細菌

も繁殖しやすいことから、前処理剤の効果が大きい

と考えられます。ただし、気温の低い冬季では、切り

バラ自体が十分な栄養を蓄えており、消耗も少ない

ことから前処理剤の日持ち延長効果はみられませ

ん。

　また、後処理剤の使用でも、２～4日

程度日持ちが延長します。しかし、つぼ

みの硬い状態で収穫すると、後処理剤

だけでは満開にならずにしおれてしまい

ます。十分咲ききるためには前処理剤の

使用が効果的です。

　　　　　　　 （流通加工研究室）

新結城紬ブランド繭を目指して
　最近いろいろな繭が注目されています。その中で

も特に色付きの繭に関心が集まっています。そこで

（独）農業生物資源研究所より、緑色をしている

「笹繭原種」の蚕種の分譲を受け、飼育を行いまし

た。「笹繭原種」は繭が小さく綿作りには手間がか

かりますが、「笹繭原種」から出来た真綿は品質が

良く、紬糸は丈夫で優れた特徴を持っています。試

作真綿の感触は業界からも良いとの評価です。そこ

で糸の特徴を残したままで繭が大きくなる「笹繭Ａ

（仮称）」（独農業生物資源研究所育成）を用い

て、給桑量や飼育密度等を検討しました。その結

果、「笹繭Ａ」は普通蚕品種と比べてほぼ同じ程度

まで繭が大きくなり、真綿生産に利用出来るほどに

なりました。将来は茨城の結城紬の原料繭として

「笹繭Ａ」を地域ブランドまでもって行く予定で

す。

　　　　　　　　　　　　 （蚕糸昆虫研究室）

後処理剤のみ 前処理剤＋後処理剤

笹繭A
笹繭Aの真綿

普通繭

笹繭A

普通繭

■防除効果
　図３は、農家のトマト栽培ハウスにおいて、ＢＳ剤
のダクト内投入法を行って化学合成殺菌剤（7回使
用）を削減したハウス（ダクト内投入区）と化学合成
殺菌剤（16回使用）を散布したハウス（化学殺菌剤
区）での灰色かび病の発生推移です。ダクト内投入
区では、化学殺菌剤区と比較して、灰色かび病の発
生を顕著に抑制しています。

（１）ダクト内投入は、灰色かび病の発生前から開始

する

　ＢＳ剤は、殺菌作用が乏しいため、灰色かび病菌
がトマトに感染する前に、ＢＳ剤をトマト全体に付着
させておく必要があります。

（2）耕種的防除を行い、灰色かび病の増加を防止す

る

　ハウス内の高湿度状態、灰色かび病の発生した
葉や果実などは、灰色かび病の発生を助長します。
また、葉が繁茂すると殺菌剤がかかりにくくなりま
す。これらを防止するため、湿度管理、被害果実や被
害葉の除去、適度な葉かきなどの耕種的防除を徹底
することは、ＢＳ剤が効果を発揮するために重要な
ことです。

（3）灰色かび病の発生後は、化学合成殺菌剤で灰色

かび病菌を減らす

　ＢＳ剤は、発生した灰色かび病菌を死滅させるこ
とが困難であるため、灰色かび病の発生後は、化学
合成殺菌剤で減らすことが必要となります。

■普及にあたって
　微生物殺菌剤は、環境条件や栽培管理方法など
が防除効果に大きく影響します。そのため、ハウスの
状況や農家の栽培方法によっては、微生物殺菌剤の
使用が難しい場合があります。当研究所では、ＢＳ
剤のダクト内投入法を導入する際の「防除マニュア
ル」を作成しており、導入の判断と詳細な効果的な
使用方法については、これを参考にして下さい。

■効果的な使用方法
　表は、5件の農家のトマト栽培ハウスにおいて、
ＢＳ剤のダクト内投入法を実施した結果です。AとB
のハウスでは防除効果が得られ、C、D、Eのハウス
では防除効果を得られませんでした。なお、防除効
果が得られなかった原因は、表に示したことが考え
られます。
　これらのことから、ＢＳ剤のダクト内投入法では、
以下のことを実施することによって防除効果が得ら
れます。

図3　ダクト内投入区と化学殺菌剤区における
　　　灰色かび病の発生推移（Aハウス）
　矢印：ダクト内投入の開始日（11月26日）

CMYK
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メロンの成熟と温度の関係が明らかに
 雨よけ栽培でブドウ晩腐病を防ごう

図１ ブドウ晩腐病の発病果

YMCK

NEW NEW

　ブドウ晩腐病（図１）は、露地「巨峰」栽培におい
て発生する主要病害の一つです。近年、県内のブド
ウ主産地において多発傾向にあり、茨城県露地「巨
峰」病害虫防除暦に準じた防除を実施しても、十分
な防除効果が得られない事例もあります。そこで、ブ
ドウ樹上にビニールを被覆する雨よけ栽培を導入す
ることにより、多発生時にも十分な防除効果が得ら
れ、かつ殺菌剤の散布回数を削減できる防除体系を
検討しました。

　その結果、雨よけ栽培・殺菌剤削減区では、平成
16、17年とも晩腐病に対する防除価が90以上と安定
した高い防除効果が認められました（表１）。また、
現在の防除暦から「展葉2～3枚期」、「開花終期」、
「果粒小豆粒大期～袋かけ直前の１回」の3回の殺
菌剤を削減した『雨よけ「巨峰」病害虫防除暦（茨
城県発行）』を作成しました。
　　　　　　　　　　　　　　 （病虫研究室）

　一般に、メロンの収穫日を決定する際には、受粉
後日数が参考にされています。しかし、それは栽培
時期や天候による変動が大きく、それのみから収穫
日を決定することは困難でした。そこで、「アンデス
５号」の成熟における温度の影響を検討しました。
　受粉時期が遅いほど成熟期間の平均果実周辺気
温が高く、成熟日数が短くなります（図１）。
　メロンの成熟には、有効に働く温度とその温度固

有の有効割合があることから、それらを図１で得ら
れた関係式より求めると、成熟に有効に働く温度は
10℃程度からであり、有効割合が高いのは20～
40℃でした（図２）。有効温度の積算値は収穫日の
決定に有効で、受粉から収穫までの目安は1123℃で
あることが明らかになりました。
　　　　（プロジェクト研究チーム　メロングループ）

ナシの根域制限栽培は細根量を多くする
　慣行のナシ栽培において、果実品質は、気象や土
壌条件等栽培環境の影響を大きく受け、安定しにく
い傾向があります。
　そこで、養水分吸収をコントロールし果実の高品
質安定化を図るため、養分吸収の活性が高い細根
を集中させる方法について検討しています。
　ナシ「幸水」の養液土耕栽培で高畝底部に防根
透水シートを設置した有底区と、無設置の無底区に
ついて細根の発達について検討した結果、有底区の
畝内細根 (直径2mm以下)量は、無底区と比較して、
顕著に多くなりました。また有底区の細根は畝全体
に発達し根の分布は均一化しました（図1）。
　なお、単年度の結果ですが、有底区では一果重は
減少する傾向が認められるものの糖度は高くなり、
また収穫期が3～6日程度早まる傾向が認められまし
た。

　今回の結果は、根域を集中させる栽培法の開発
に活用していきます。
　　　　（プロジェクト研究チーム ナシグループ）

 薬剤耐性キュウリ褐斑病菌の発生実態と有効薬剤
　本県のキュウリ栽培において、褐斑病の発生は増
加傾向にあります。その防除には、ジエトフェンカル
ブ・チオファネートメチル水和剤（以下、「DT剤」とい
う）とジエトフェンカルブ・プロシミドン水和剤（以下、
「DP剤」という）が、県内の多くの地域で使用され
ています。
　平成16～17年にキュウリ栽培9圃場において褐斑
病の被害葉を採取し、病原菌を分離して、薬剤感受

性検定を行いました。その結果、3圃場でDT剤に対
する耐性菌の発生が認められ、1圃場でDP剤に対す
る耐性菌の発生が認められました(表)。また、DT剤
に対する耐性菌にはDP剤が有効であり、DP剤に対
する耐性菌にはDT剤が有効であり、両者に対して
TPN水和剤やマンゼブ水和剤等が有効であること
が確認されました。
　　　　　　　　　　　　　　 （病虫研究室）
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グラジオラス穂やけ症に強い品種は？

CMYK

　近年、食べやすさから種なしブドウに対する需要
が増えてきています。しかし、ジベレリン処理による
種なし栽培は着粒数が多くなり、摘粒に労力がかか
ることから省力的な果房管理技術が求められてい
ます。
　そこで、食味は良いものの着粒数が非常に多く摘
粒に労力がかかることが課題になっている、欧州系
ブドウ「ルーベルマスカット」のテキライグシ利用に

よる果房管理作業の省力化について検討しました
（図１）。
　テキライグシを利用した摘蕾を行うことで、その
後の摘粒作業を大幅に省力化することができ、摘蕾
と摘粒を合わせた果房管理作業時間は、慣行と比
べて約半分に減少しました（図２）。また、果実品質
は慣行と同等のものが収穫できます。
　　　　　　　　　　　　　　　（果樹研究室）

　近年は地球温暖化により気温が上昇し、グラジオ
ラスでは穂やけ症が発生しやすくなっています。
　穂やけ症による品質低下を防ぐため、グラジオラ
スの穂やけ症に対する強さを39品種について調べま
した。
　その結果、ソフィー、フレボリブレなど9品種がト

ラベラと同程度以上の強さを持つことが分かりまし
た。夏季に出荷する作型では、これらの品種を栽培
することで穂やけ症の発生を軽減できると考えられ
ます。
　　　　　　　　　　　　　　 （花き研究室）

施肥法の改善で流出窒素量を少なくできる
　露地野菜は作物の吸収量に対して施肥量が多
く、降雨による肥料成分の溶脱量が多いといわれて
います。
　そこで品目が異なる二つの作付体系において局
所施肥による減肥が露地野菜の収量、浸透流出窒
素量に与える影響をライシメーターにて検証しまし
た。
　①レタス＋ネギ、②ハクサイ＋キャベツの作付体系
において施肥量を局所施肥により２０～４０％減肥
した改善区と毎作基準量施肥した慣行区の３年間
の窒素収支は表1のとおりです。
　①体系では減肥することにより吸収量はやや低下

するものの流出窒素量は減少し、窒素収支は改善
区で低下しました。②体系でも同様の傾向にありま
したが、①体系よりも作物による窒素吸収量が多
かった②体系では、流出窒素及び収支は①体系より
も低下することがわかりました。
　また、収支が大きくなるほど土壌浸透水中の硝酸
性窒素濃度が高まる傾向にあることがわかりまし
た。
　施肥改善による減肥や作付体系により環境にや
さしい農業に心がけましょう。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　(土壌肥料研究室) 

８月収穫大玉スイカの果実に傘をかけよう
　本県の大玉スイカの生産は５月下旬から６月に限
られ、天候により作柄が不安定になることがありま
す。作型の前進化はコストがかかるため、需要が最
も多い８月に収穫する作型の導入が経営の安定化
に有効と考えられます。しかし、８月収穫の大玉スイ
カ栽培では、日焼け果や果肉悪変果の発生および
糖度不足が懸念されます。
　そこで、高温条件下でも品質の良い品種の選定
と、遮光による日焼け果防止技術について研究を行

いました。
　その結果、８月収穫では「夏の陣」等の晩生品種
が慣行の早生品種よりも日焼け果および果肉悪変
果の発生が少なく、糖度や果肉硬度についても優り
ました。遮光では、クラフト紙（40cm×30cm）を用
いて収穫の14日前から果実の南側を重点的に傘掛
けすることで、日焼け果および果肉悪変果の発生が
少なくなり、糖度は11％以上になりました。
　　　　　　　　　　　　　　 （野菜研究室）

図１　テキライグシによる摘蕾

穂やけに強い品種

穂やけ症 ソフィー フレボリブレ

図2　摘蕾が作業時間に及ぼす影響
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グラジオラス穂やけ症に強い品種は？

CMYK

　近年、食べやすさから種なしブドウに対する需要
が増えてきています。しかし、ジベレリン処理による
種なし栽培は着粒数が多くなり、摘粒に労力がかか
ることから省力的な果房管理技術が求められてい
ます。
　そこで、食味は良いものの着粒数が非常に多く摘
粒に労力がかかることが課題になっている、欧州系
ブドウ「ルーベルマスカット」のテキライグシ利用に

よる果房管理作業の省力化について検討しました
（図１）。
　テキライグシを利用した摘蕾を行うことで、その
後の摘粒作業を大幅に省力化することができ、摘蕾
と摘粒を合わせた果房管理作業時間は、慣行と比
べて約半分に減少しました（図２）。また、果実品質
は慣行と同等のものが収穫できます。
　　　　　　　　　　　　　　　（果樹研究室）

　近年は地球温暖化により気温が上昇し、グラジオ
ラスでは穂やけ症が発生しやすくなっています。
　穂やけ症による品質低下を防ぐため、グラジオラ
スの穂やけ症に対する強さを39品種について調べま
した。
　その結果、ソフィー、フレボリブレなど9品種がト

ラベラと同程度以上の強さを持つことが分かりまし
た。夏季に出荷する作型では、これらの品種を栽培
することで穂やけ症の発生を軽減できると考えられ
ます。
　　　　　　　　　　　　　　 （花き研究室）

施肥法の改善で流出窒素量を少なくできる
　露地野菜は作物の吸収量に対して施肥量が多
く、降雨による肥料成分の溶脱量が多いといわれて
います。
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素量に与える影響をライシメーターにて検証しまし
た。
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において施肥量を局所施肥により２０～４０％減肥
した改善区と毎作基準量施肥した慣行区の３年間
の窒素収支は表1のとおりです。
　①体系では減肥することにより吸収量はやや低下

するものの流出窒素量は減少し、窒素収支は改善
区で低下しました。②体系でも同様の傾向にありま
したが、①体系よりも作物による窒素吸収量が多
かった②体系では、流出窒素及び収支は①体系より
も低下することがわかりました。
　また、収支が大きくなるほど土壌浸透水中の硝酸
性窒素濃度が高まる傾向にあることがわかりまし
た。
　施肥改善による減肥や作付体系により環境にや
さしい農業に心がけましょう。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　(土壌肥料研究室) 

８月収穫大玉スイカの果実に傘をかけよう
　本県の大玉スイカの生産は５月下旬から６月に限
られ、天候により作柄が不安定になることがありま
す。作型の前進化はコストがかかるため、需要が最
も多い８月に収穫する作型の導入が経営の安定化
に有効と考えられます。しかし、８月収穫の大玉スイ
カ栽培では、日焼け果や果肉悪変果の発生および
糖度不足が懸念されます。
　そこで、高温条件下でも品質の良い品種の選定
と、遮光による日焼け果防止技術について研究を行

いました。
　その結果、８月収穫では「夏の陣」等の晩生品種
が慣行の早生品種よりも日焼け果および果肉悪変
果の発生が少なく、糖度や果肉硬度についても優り
ました。遮光では、クラフト紙（40cm×30cm）を用
いて収穫の14日前から果実の南側を重点的に傘掛
けすることで、日焼け果および果肉悪変果の発生が
少なくなり、糖度は11％以上になりました。
　　　　　　　　　　　　　　 （野菜研究室）
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メロンの成熟と温度の関係が明らかに
 雨よけ栽培でブドウ晩腐病を防ごう

図１ ブドウ晩腐病の発病果

YMCK

NEW NEW

　ブドウ晩腐病（図１）は、露地「巨峰」栽培におい
て発生する主要病害の一つです。近年、県内のブド
ウ主産地において多発傾向にあり、茨城県露地「巨
峰」病害虫防除暦に準じた防除を実施しても、十分
な防除効果が得られない事例もあります。そこで、ブ
ドウ樹上にビニールを被覆する雨よけ栽培を導入す
ることにより、多発生時にも十分な防除効果が得ら
れ、かつ殺菌剤の散布回数を削減できる防除体系を
検討しました。

　その結果、雨よけ栽培・殺菌剤削減区では、平成
16、17年とも晩腐病に対する防除価が90以上と安定
した高い防除効果が認められました（表１）。また、
現在の防除暦から「展葉2～3枚期」、「開花終期」、
「果粒小豆粒大期～袋かけ直前の１回」の3回の殺
菌剤を削減した『雨よけ「巨峰」病害虫防除暦（茨
城県発行）』を作成しました。
　　　　　　　　　　　　　　 （病虫研究室）

　一般に、メロンの収穫日を決定する際には、受粉
後日数が参考にされています。しかし、それは栽培
時期や天候による変動が大きく、それのみから収穫
日を決定することは困難でした。そこで、「アンデス
５号」の成熟における温度の影響を検討しました。
　受粉時期が遅いほど成熟期間の平均果実周辺気
温が高く、成熟日数が短くなります（図１）。
　メロンの成熟には、有効に働く温度とその温度固

有の有効割合があることから、それらを図１で得ら
れた関係式より求めると、成熟に有効に働く温度は
10℃程度からであり、有効割合が高いのは20～
40℃でした（図２）。有効温度の積算値は収穫日の
決定に有効で、受粉から収穫までの目安は1123℃で
あることが明らかになりました。
　　　　（プロジェクト研究チーム　メロングループ）

ナシの根域制限栽培は細根量を多くする
　慣行のナシ栽培において、果実品質は、気象や土
壌条件等栽培環境の影響を大きく受け、安定しにく
い傾向があります。
　そこで、養水分吸収をコントロールし果実の高品
質安定化を図るため、養分吸収の活性が高い細根
を集中させる方法について検討しています。
　ナシ「幸水」の養液土耕栽培で高畝底部に防根
透水シートを設置した有底区と、無設置の無底区に
ついて細根の発達について検討した結果、有底区の
畝内細根 (直径2mm以下)量は、無底区と比較して、
顕著に多くなりました。また有底区の細根は畝全体
に発達し根の分布は均一化しました（図1）。
　なお、単年度の結果ですが、有底区では一果重は
減少する傾向が認められるものの糖度は高くなり、
また収穫期が3～6日程度早まる傾向が認められまし
た。

　今回の結果は、根域を集中させる栽培法の開発
に活用していきます。
　　　　（プロジェクト研究チーム ナシグループ）

 薬剤耐性キュウリ褐斑病菌の発生実態と有効薬剤
　本県のキュウリ栽培において、褐斑病の発生は増
加傾向にあります。その防除には、ジエトフェンカル
ブ・チオファネートメチル水和剤（以下、「DT剤」とい
う）とジエトフェンカルブ・プロシミドン水和剤（以下、
「DP剤」という）が、県内の多くの地域で使用され
ています。
　平成16～17年にキュウリ栽培9圃場において褐斑
病の被害葉を採取し、病原菌を分離して、薬剤感受

性検定を行いました。その結果、3圃場でDT剤に対
する耐性菌の発生が認められ、1圃場でDP剤に対す
る耐性菌の発生が認められました(表)。また、DT剤
に対する耐性菌にはDP剤が有効であり、DP剤に対
する耐性菌にはDT剤が有効であり、両者に対して
TPN水和剤やマンゼブ水和剤等が有効であること
が確認されました。
　　　　　　　　　　　　　　 （病虫研究室）
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前処理剤で長もちするバラを
　切り花では、長く観賞してもらうために鮮度保持

剤の使用が提唱されており、生産者段階で使用する

前処理剤、小売店や消費者が使用する後処理剤に

分類されます。バラの前処理剤には糖や殺菌剤が

含まれており、十分吸収させてから乾式で出荷する

と、夏季なら2日程度観賞期間が延長します。とくに

高温期は切りバラの呼吸による消耗が大きく、細菌

も繁殖しやすいことから、前処理剤の効果が大きい

と考えられます。ただし、気温の低い冬季では、切り

バラ自体が十分な栄養を蓄えており、消耗も少ない

ことから前処理剤の日持ち延長効果はみられませ

ん。

　また、後処理剤の使用でも、２～4日

程度日持ちが延長します。しかし、つぼ

みの硬い状態で収穫すると、後処理剤

だけでは満開にならずにしおれてしまい

ます。十分咲ききるためには前処理剤の

使用が効果的です。

　　　　　　　 （流通加工研究室）

新結城紬ブランド繭を目指して
　最近いろいろな繭が注目されています。その中で

も特に色付きの繭に関心が集まっています。そこで

（独）農業生物資源研究所より、緑色をしている

「笹繭原種」の蚕種の分譲を受け、飼育を行いまし

た。「笹繭原種」は繭が小さく綿作りには手間がか

かりますが、「笹繭原種」から出来た真綿は品質が

良く、紬糸は丈夫で優れた特徴を持っています。試

作真綿の感触は業界からも良いとの評価です。そこ

で糸の特徴を残したままで繭が大きくなる「笹繭Ａ

（仮称）」（独農業生物資源研究所育成）を用い

て、給桑量や飼育密度等を検討しました。その結

果、「笹繭Ａ」は普通蚕品種と比べてほぼ同じ程度

まで繭が大きくなり、真綿生産に利用出来るほどに

なりました。将来は茨城の結城紬の原料繭として

「笹繭Ａ」を地域ブランドまでもって行く予定で

す。

　　　　　　　　　　　　 （蚕糸昆虫研究室）

後処理剤のみ 前処理剤＋後処理剤

笹繭A
笹繭Aの真綿

普通繭

笹繭A

普通繭

■防除効果
　図３は、農家のトマト栽培ハウスにおいて、ＢＳ剤
のダクト内投入法を行って化学合成殺菌剤（7回使
用）を削減したハウス（ダクト内投入区）と化学合成
殺菌剤（16回使用）を散布したハウス（化学殺菌剤
区）での灰色かび病の発生推移です。ダクト内投入
区では、化学殺菌剤区と比較して、灰色かび病の発
生を顕著に抑制しています。

（１）ダクト内投入は、灰色かび病の発生前から開始

する

　ＢＳ剤は、殺菌作用が乏しいため、灰色かび病菌
がトマトに感染する前に、ＢＳ剤をトマト全体に付着
させておく必要があります。

（2）耕種的防除を行い、灰色かび病の増加を防止す

る

　ハウス内の高湿度状態、灰色かび病の発生した
葉や果実などは、灰色かび病の発生を助長します。
また、葉が繁茂すると殺菌剤がかかりにくくなりま
す。これらを防止するため、湿度管理、被害果実や被
害葉の除去、適度な葉かきなどの耕種的防除を徹底
することは、ＢＳ剤が効果を発揮するために重要な
ことです。

（3）灰色かび病の発生後は、化学合成殺菌剤で灰色

かび病菌を減らす

　ＢＳ剤は、発生した灰色かび病菌を死滅させるこ
とが困難であるため、灰色かび病の発生後は、化学
合成殺菌剤で減らすことが必要となります。

■普及にあたって
　微生物殺菌剤は、環境条件や栽培管理方法など
が防除効果に大きく影響します。そのため、ハウスの
状況や農家の栽培方法によっては、微生物殺菌剤の
使用が難しい場合があります。当研究所では、ＢＳ
剤のダクト内投入法を導入する際の「防除マニュア
ル」を作成しており、導入の判断と詳細な効果的な
使用方法については、これを参考にして下さい。

■効果的な使用方法
　表は、5件の農家のトマト栽培ハウスにおいて、
ＢＳ剤のダクト内投入法を実施した結果です。AとB
のハウスでは防除効果が得られ、C、D、Eのハウス
では防除効果を得られませんでした。なお、防除効
果が得られなかった原因は、表に示したことが考え
られます。
　これらのことから、ＢＳ剤のダクト内投入法では、
以下のことを実施することによって防除効果が得ら
れます。

図3　ダクト内投入区と化学殺菌剤区における
　　　灰色かび病の発生推移（Aハウス）
　矢印：ダクト内投入の開始日（11月26日）

CMYK
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トマト灰色かび病の生物防除

「新品種の栽培方法」研究会が開催されました
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病虫研究室
技師　宮本　拓也

　　図２　ＢＳ剤のダクト内投入の手順
左……暖房機付近のダクトに開けた穴（矢印）
右上…ＢＳ剤の投入
右下…風に乗って薬剤がハウス内に飛散図1　果実に発生した灰色かび病

収穫した赤ネギ品種を
見比べました

専用の冷蔵庫で夜冷育苗を行い、11月10日から収穫しました

■研究の背景
　灰色かび病は、トマトの葉、茎、花、果実に発生
し、特に果実に発生すると甚大な被害をもたらします
（図1）。
　灰色かび病の防除は難しく、化学合成殺菌剤を多
用しなければ被害を防止できないため、防除には多
くの労力と時間を要します。また、近年は、消費者等
から安全な農作物の生産が求められており、化学合
成殺菌剤の使用量を削減できる技術開発が必要に
なっています。
　近年、化学合成殺菌剤に替わるものとして、安全
性の高い微生物殺菌剤の農薬登録が進んでいま
す。しかし、微生物殺菌剤の使い方は難しいため、
期待するほどの効果が得られず、化学合成殺菌剤の
削減には至っていません。
　そこで、当研究所では、化学合成殺菌剤の削減お
よび省力の面から、微生物殺菌剤のバチルス・ズブチ
リス水和剤（商品名：ボトキラー水和剤、以下「ＢＳ
剤」という）のダクト内投入法について検討し、ダク
ト内投入法の有効性と効果的な使用方法を明らか
にしました。

■BS剤のダクト内投入
　ＢＳ剤とは、枯草菌
の一種であるバチル
ス・ズブチリス芽胞が
有効成分となった微生
物殺菌剤です。枯草菌
は自然界に多数生存し
ている微生物で、納豆
菌もその一種です。
　ダクト内投入法と
は、暖房機の送風ダク
トに開けた穴からＢＳ
剤（10a当たり10～15g）を毎日投入して、暖房機が
稼動することによってハウス全体にBS剤を散布する
という方法です（図2）。

　平成17年に品種登録申請した２品種の普及を推
進するため、12月21日、栽培管理方法に関する研究
会を開催しました。参加者は普及指導員、JA営農指

導員、生産者および関係機関職員。赤ネギでは31
人、イチゴは生物工学研究所との共催ということも
あって、66人と大勢になりました。

　「ひたち紅っこ」は葉鞘が太く煮くずれしにくいこ
とから、鍋用の需要が中心になるとみられていま
す。収穫期間の拡大が消費拡大に有効と考えられ
ることから、秋まきと春まきの育苗方法の比較、フイ
ルム被覆軟白栽培の可能性、ハウス栽培における土
壌水分管理等に関する研究状況を紹介し、意見交
換を行いました。
　今シーズンは30戸の農家が合計約40aの試作を
行っています。参加された生産者からは、「収量性・
品質とも優れ、期待されるが、ポット育苗の適用、調

製作業の改善等を図
り、省力的な栽培体
系を構築する必要が
ある」等の意見があり
ました。現地と協力し
て栽培方法の改善に
取り組んでいく予定
です。

赤ネギ「ひたち紅っこ」の収穫期間拡大について

　11月から収穫できる夜冷育苗栽培の適用性、お
よび時期別の品質変動要因解析に関する試験等の
状況を紹介し、大果で酸味が少ない特性を活かし
た栽培方法について検討しました。果実がやや軟ら
かい、ヘタ際の着色が劣る等の欠点が指摘され、そ
の対策についても討議されました。不明の点も残さ

れていますが、「ひたち姫」の「栽培マニュアル」を
作成しました。
　消費者や市場関係者の評価に関する情報も得ら
れ、極めて有意義な検討会になりました。
　　　　　　　　　　　　　 　 （野菜研究室）

イチゴ「ひたち姫」の夜冷育苗栽培について

園芸研究所農業改革実践会議から

平成18年4月1日から蚕糸昆虫研究室は病虫研究室に統合されます。お 知 ら せ




